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AGC 機能により、安全かつ
容易に麻酔薬の消費量を
最大 58 % 削減

CASE STUDY

SEVOFLURANE CONSUMPTION IN 
MANUAL VS AUTOMATIC MODES 
< Abstract version > Full text version は販売元：フクダ電子(株)まで



Sevoflurane consumption in 
manual vs automatic modes

Flow-i ワークステーションで自動化されたガス制御技術を適切に使用 
して、セボフルランの消費量を最小化することによる、環境的および
経済的評価

概要
環境性と経済性を考慮し、揮発性麻酔薬の消費を最小限に
抑える必要があります。新しい麻酔システムは、環境性 / 経済
性の懸念と麻酔薬の安定供給という相反する課題を両立さ
せるため、フレッシュガス流量（FGF）を継続的に最適化し、揮
発性麻酔薬の消費量を最小限に抑え、要求された混合ガス
を得られる自動ソフトウェアを備えています。この研究の目的
は、全ての患者を対象に、2 % の呼気終末麻酔薬濃度を目標
とし、異なるアプローチで投与するセボフルランの動態と消費
パターンを分析することです。Flow-i のセボフルランの消費パ
ターンを、目標呼気終末セボフルラン濃度（Etsevo） が 2 % の
症例で、後ろ向きに検討しました。各設定について、25 例が分
析の対象となりました。AGC（自動ガスコントロール）ソフト
ウェアバージョン4.4（V 4.4）で速度設定 6、V4.7 で速度設定 2、
FGF が 2 L/分固定のグループが観察されました。45 分間で、

2L-FGF グループで平均 14.5 mL、AGC4.4 グループで 7.1 mL、
AGC4.7 グループで 6.0 mL 消費されました。より新しい AGC4.7 
アルゴリズムは、古い AGC4.4 アルゴリズムよりも効率的で 
した。

このように、AGC は従来の手動 FGF 設定と比較して、経済的・
環境的なメリットが非常に大きく、かつ安定性・利便性にも優
れているため、今後、積極的に導入していくことが望ましいと
考えられます。歴史的に「低流量麻酔」と呼ばれているもの（例
えば FGF 設定: 2 L/分固定）を用いた日常的な臨床プラクティ
スは中止されるべきです。また、揮発性麻酔薬による大気汚染
を最小限に抑えるため、全ての麻酔器を自動ガスコントロー
ルモデルへできるだけ早くアップグレードすべきです。
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